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事

中

川

善

教

一

安
養
と
い
う
言
葉
の
語
源
の
問
題
は
暫
く
措
き
、『
正
法
華
経
』
第
九

巻

「薬
王
菩
薩
品
」

の
於
是
寿
終
生
安
養
国
見
無
量
寿
仏
 
(大
正
蔵
二

二
、

一
二
六
頁
下
)
 の
文
に
ま
か
せ
て
、
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
浄
土
安
養

世
界

の
土
体
は
、
唯
報
仏
の
土
か
或
は
化
仏
の
土
か
、
又
は
報
化
二
土

に
通
ず
る
も
の
か
、
要
は
二
乗
凡
夫
が
安
養
世
界
に
往
生
し
得
る
か
否

か
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
が
、
性
相
義
学
の
立
場
よ
り

二
応
こ
れ
を
整

理
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

仏

の
三
身
に
就
て
は

多
く
の
説
が
あ
る
が
、

極
め
て
常
識
的
に
は

『法

華
玄
論
』
第
九
 
(大
正
蔵
三
四
、
四
三
七
頁
上
)
 に
云
う
如
く
、

若
し
法
華
論
に
三
身
を
明
さ
ば
、
仏
性
を
以
て
法
身
と
為
し
、
修

行
し
て
仏
性
を
顕
す
を
報
身
と
為
し
、
衆
生
を
化
す
る
義
を
化
身

と
為
す
。

と
定
義
さ
れ
る
。
『法
華
玄
論
』
に
は
続
い
て

『
摂
大
乗
論
』
所
明
の
、

法
身
に
二
を
開
き
、
応
身
に
も
化
菩
薩
と
化
二
乗
に
約
し
て
報
化
の
二

を
開
く
等
の
説
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
が
、
『
摂
大
乗
論
』
の
三
身
説
に
つ

い
て
は
、
田
中
順
照
教
授
に

『
密
教
文
化
』
第
六
二
号
所
載

『
摂
大
乗

論
に
於
け
る
三
身
」
が
あ
る
か
ら
、
就

て
見
ら
れ
た
い
。
三
身

の
称
呼

の
法
報
応

・
法
応
化
等

の
異
り
に
つ
い
て
も
、
傍
論
多
岐
に
亘
る
か
ら

今
は
触
れ
ま
い
。『
成
唯
識
論
』
第
十
巻
に
は
究
寛
位
を
論
ず
る
段
の
三

身
別
相
門
に
、
自
性

・
受
用

・
変
化
の
三
身
を
出
し
て
い
る
。
受
用
身

は
報
身
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
受
用
身
に
自
受
と
他
受
の
二
種
を

開
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

一
に
は
自
受
用
。
謂
わ
く
諸
の
如
来

の
三
無
数
劫
に
無
量
の
福
と

慧
と
の
資
糧
を
修
集
し
て
、
起
し
た
ま
え
る
所
の
無
辺
の
真
実
の
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功

徳
と
、
及
び
極
め
て
円
か
に
浄
き
常
と
遍
と
の
色
身
と
そ
。
相

続
せ
り
、
湛
然
な
り
。
未
来
際
を
尽
し
て
恒
に
自
ら
広
大
の
法
楽

を
受
用
す
。

二
に
は
他
受
用
。
謂
わ
く
諸
の
如
来
の
平
等
智
に
由

つ
て
示
現
し

た
ま
え
る
、
微
妙
の
浄
功
徳
身
ぞ
。
純
浄
土
に
居
し
て
十
地
に
住

せ
る
諸
の
菩
薩
衆
の
為
に
、
大
神
通
を
現
じ
、
正
法
輪
を
転
じ
、

衆

の
疑
網
を

決
し
て
、
彼
れ
を
し
て
大
乗
の
法
楽
を
受
用
せ
し

む

。
こ
の
二
種
を
合
し
て
受
用
身
と
名
つ
く
。

こ
の
説

に
依
る
と
、
報
身
と
は
、
因
位

の
願
行
に
報
う
た
受
楽
の
仏
身

で
、
未
来
際
を
尽
し
て
恒
に
自
ら
広
大
の
法
楽
を
受
用
し
、
変
易
身

の

菩
薩
衆

の
為
に
観
察
智
に
由
つ
て
大
神
通
を
現
じ
、
大
乗

の
法
楽
を
受

用
せ
し
む
る
も

の
で
あ
る
。

同
じ
く
変
化
身
に
つ
い
て
は
、

謂

わ
く
諸

の
如
来

の
、
成
事
智
に
由
つ
て
変
現
し
た
ま
え
る
、
無

量

の
随
類

の
化
身
ぞ
。
浄

・
臓
土
に
居
し
て
、
未
登
地
の
諸

の
菩

薩
衆
と
二
乗
と
異
生
と
の
為
に
、
彼
の
機

の
宜
し
き
に
称
い
て
通

を

現
じ
法
を
説
い
て
、
各
に
諸

の
利
楽

の
事
を
獲
得
せ
し
め
た
ま

う
。

と
云
う
か
ら
、
随
類
の
化
身
で
、
三
賢
の
位

の
菩
薩
と
二
乗
と
凡
夫
と

を
化
益
す
る
位
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
何
れ
も
直
接
化
他
の
当
体

で
あ
る
が
、

そ
の
対
告
を

地
上
と

地
前
に
分

つ
て
報
化
の
差
が
生
ず

る
。報

化
二
身
に
於
け
る
如
く
、
そ
の
所
依

の
土
に
も
差
が
あ
る
。

自
受
用
身
は
還

つ
て
自
土
に
依
る
。
謂

わ
く
円
鏡
智
と
相
応
す
る

浄
識
い
ゝ
、
昔
修
せ
し
所
の
自
利
の
無
漏
の
純
浄
仏
土
の
因
縁
成

熟
し
ぬ
る
に
由

つ
て
、
初
め
に
仏
と
成
り
し
よ
り
未
来
際
を
尽
し

て
、
相
続
し
て
純
浄
の
仏
土
を
変
為
す
る
こ
と
、
周
円
無
際
に
し

て
衆
宝
に
荘
厳
せ
ら
れ
た
り
。
自
受
用
身
い
ゝ
常
に
依

つ
て
住
せ

り
。
浄
土
の
量
の
如
く
身
量
も
亦
爾
り
。

他
受
用
身
も
亦
自
土
に
依
る
。
謂
わ
く
平
等
智
い
ゝ
大
慈
悲
の
力

を
も

つ
て
、
昔
修
す
る
所
の
利
他
の
無
漏
の
純
浄
の
仏
土
の
因
縁

成
熟
し
た
ま
え
る
に
由

つ
て
、
十
地

に
住
せ
る
菩
薩
の
所
宜
に
随

う
て
浄
土
を
変
為
す
る
こ
と
、
或
は
小

に
、
或
は
大
に
、
或
は
劣

に
、
或
は
勝
に
し
て
前
後
改
転
す
。
他
受
用
身
は
之
に
依

つ
て
住

し
た
ま
え
り
。

自
受
用
身
は
、
「此
の
仏
の
身
と
土
と
を
ば
倶

に
色
に
摂
む
る
に
非
ず
」

と
云
わ
れ
る
自
性
身
と
、
余
程
近
い
性
格
を
持
ち
、
他
受
用
身
は
や
や

安
養
報
化

の
事
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具
象

に
近
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
報
身
の
持

つ
二
つ
の
面
で

あ
る
。若

し
変
化
身
は
変
化
の
土
に
依
る
。
謂
わ
く
成
事
智
い
ゝ
大
慈
悲

の
力
を
も

つ
て
、
昔
修
せ
し
所
の
利
他
の
無
漏
の
浄
稼
の
仏
土
の

因
縁
成
熟
し
た
ま
え
る
に
由

つ
て
、
未
登
地
の
有
情
の
所
宜
に
随

う
て
仏
土
を
化
為
す
る
こ
と
、
或
は
浄
に
、
或
は
繊
に
、
或
は
小

に
、
或
は
大
に
し
て
前
後
改
転
す
。
仏
の
変
化
身
は
之
に
依

つ
て

住
し
た
ま
え
り
。

以
上

に
依

つ
て

『
成
唯
識
論
』
が
ま
と
め
た
、
報
化
二
身
と
そ
の
依
土

の
性
格
は
大
体
明
か
で
あ
る
。

二

上

に
挙
げ
た

『
成
唯
識
論
』
の
三
身
段
か
ら
、
安
養
世
界
が
報
化
二

土
の
中
何
れ
に
属
す
る
か
と
云
う
問
題
が
、
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
が
、
『
成
唯
識
論
』
に
直
結
す
る
も
の
と
し
て
、
三
箇
疏
中

の
『枢
要
』

下
巻
、
『演
秘
』

七
末
が
あ
り
、
慈
恩
大
師
に
は
外
に

『
仏
土
義
林
』

が
あ

る
。
少
し
遡

つ
て
慧
遠
法
師
の

『
大
乗
義
章
』
第
十
九
巻
の
浄
土

義
、
更
に
遡

つ
て
龍
樹
菩
薩

の

『十
住
毘
婆
沙
論
』
『大
智
度
論
』
も
無

視
出
来
ま
い
。

弥
陀
の
浄
土
を
説
い
た
経
典
の
数
は
霜

し
い
が
、
そ
の
中
で

『般
舟

三
昧
経
』
『大
阿
弥
陀
経
』
『観
無
量
寿
経
』
『悲
華
経
』
等
に
頼

つ
て
、
こ

の
問
題
の
経
過
を
眺
め
て
ゆ
き
た
い
。

三
巻
本
の

『
般
舟
三
昧
経
』

上
巻
の
「行
品
」
に

、

如
来
が
魔
陀
和

(
B
a
d
ra
b
a
la)
 に
、
修
行
に
依

つ
て
現
在
諸
仏
悉
在
前
立
三
昧
を
得

る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
三
昧

の
例
と
し
て
西
方
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界

を
出
し
て
あ
る
。

(大
正
蔵
一
三
、
九
〇
五
頁
上
)

是
の
如
く
腿
陀
和
、
其
れ
比
丘

・
比
丘
尼

・
優
婆
塞

・
優
婆
夷
有

り
、
戒
を
持
す
る
こ
と
完
具
し
、
独
り

一
処
に
止
ま
り
、
心
に
西

方
阿
弥
陀
仏
今
現
在
し
た
ま
う
を
念
じ
、
聞
く
所
に
随
う
て
当
に

念
ず
べ
し
。
是
の
問
を
去
る
千
億
万
仏
刹
、
其
の
国
を
須
摩
提
と

名
つ
く
。
衆

の
菩
薩
の
中
央
に
在

つ
て
経
を
説
け
り
。

一
切
常
に

阿
弥
陀
仏
を
念
ず
。

一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』
の

「行
品
」
に
は
こ
の
記
事
は
無
い
。
続

い

て
見
仏
の
例
を
夢
中
の

二
三
の
事
例
に
依

つ
て

説
明
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
、
三
人
の
男
が
見
た
こ
と
も
無

い
三
入
の
婬
女
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
婬
意
を
起
し
、
夢
中
に
そ

の
婬
女
の
所
に
到
つ
て
共
に

棲
宿
し
た
と
云
う
例
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、

一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
ま
あ
と
も
か
く
、
こ
の
国
土
に
於
て
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
聞
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い
て
、
し
ば
し
ば
念
じ
て
休
息
有
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
国

に
生
ず

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
あ

つ
て
、
須
摩
提

(
S
u
m
a
ti)
 に
生
ず
る
時
の
地
位
に
就
て
は
説
く
と
こ
ろ
が
無
い
が
、

衆
の
菩
薩
に
囲
邊
せ
ら
れ
て
経
を
説
い
て
い
ら
れ
る
の
が
、
西
方
浄
土

の
阿
弥

陀
如
来
の
現
在
の
姿
で
あ
る
。

月
支

の
支
謙
居
士
の
訳
し
た
謂
わ
ゆ
る

『
大
阿
弥
陀
経
』
は
、
阿
弥

陀
如
来
因
位

の
二
十
四
願
を
説
く
を
以
て
聞
え
た
経
で
あ
る
が
、
上
巻

に
因
位

の
修
行
を
説

い
た
後
に
浄
土
の
相
を
示
し
て
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
阿
弥
陀
作
仏
已
来
凡
そ
十
小
劫
、

所
居
の
国
土
を
須
摩
麺
と
名
つ
く
。
正
に
西
方
に
在
り
、
是
の
閻

浮
提
地
界
を
去
る
千
億
万
須
弥
山
仏
国
。
其
の
国
の
地
皆
自
然
の

七
宝
な
り
。
○

其
の
国
中
悉
く
諸
の
菩
薩
阿
羅
漢
に
し
て
婦
女

有

る
こ
と
無
く
、
寿
命
無
央
数
劫
、
女
人
往
生
す
れ
ば
即
ち
化
し

て
男
子
と
作
る
。

(大
正
蔵
二
二
、
三
〇
三
頁
中
下
)

と
云
い
、
下
巻
の
終
に
近
く
、
多
く
の
他
方
仏
国
の
菩
薩
が
、
阿
弥
陀

仏
国
に
往
生
す

べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
経
の
上
巻
の
終
に
近

く
、「仏

言
。
阿
弥
陀
仏
至
其
然
後
般
泥
潭
者
。
其
蓋
楼
亘
菩
薩
便
当
作

仏
」

(大
正
蔵
一
二
、
三
〇
九
頁
上
)
 と
阿
弥
陀
如
来
の
浬
葉
、
観
世
音

菩
薩
の
補
処
を
説
い
て
い
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。

浬
葉
す
る
阿
弥
陀
仏
が
無
量
寿
仏
に
な
り

、
因
位
の
二
十
四
願
が
増

広
さ
れ
て
四
十
八
願
に
な
る

『無
量
寿
経
』

で
は
、
上
巻
に
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
法
蔵
菩
薩
今
已
に
成
仏
し
て
現
に

西
方
に
在
り
、
此
を
去
る
十
万
億
刹

な
り
。
其

の
仏

の
世
界
を
名

づ
け
て
安
楽
と
日
う
。
阿
難
又
問
い
た
て
ま
つ
る
、
其

の
仏
成
道

已
来
い
く
ば
く
時
を
経
た
り
と
せ
ん
。
仏
の
言
わ
く
、
成
仏
已
来

凡
そ
十
劫
を
歴
た
り
。
其
の
仏
の
国
土
自
然
の
七
宝
な
り
。

(大

正
蔵
一
二
、
二
七
〇
頁
上
)

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
聖
衆
に

つ
い
て
は
、
同
じ
く
上
巻
に
、

仏
、
阿
難
に
語
げ
た
ま
わ
く
、
彼
の
仏
の
初
会

の
声
聞
衆

の
数
称

げ
て
計
す
可
か
ら
ず
。
菩
薩
も
亦
然
り
。

(同
頁
中
)

既
に
因
位
の
四
十
八
願
に
、「国
中
人
天
」「
国
中
声
聞
」「
国
中
菩
薩
」
と

冠
し
、
そ
の
諸
願
を
成
就
し
た
る
以
上
、
そ
の
浄
土
に
人

・
天

・
声
聞

・
菩
薩
の
止
住
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
従

つ
て
下
巻
の
能
依
の
人

と
所
依
の
土
の
勝
れ
た
る
を
説
く
段
 
(
二
七
四
頁
中
)
 に
、「
無
量
寿
国
の

声
聞
菩
薩
の
功
徳
智
慧
、
称
げ
て
説
く
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
は
、

一
転
し
て

『
観
無
量
寿
経
』
に
至

つ
て
九
品
往
生
を
説
か
れ
る
が
、
声
聞
の
位
に
中
三
品
を
立
て
、
凡
位

に
於
て
下
三
品
を

説
い
て
あ
る
。

(大
正
蔵
一
二
、
三
四
五
頁
中
下
)
 中

安
養
報
化
の
事
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品
上
生
の
者
は
、
諸
戒
を
修
行
し
罪
を
造
ら
ざ
る
善
根
を
以
て
、
極
楽

世
界

に
生
ぜ
ん
と
願
求
し
、
命
終
の
時
に
臨
ん
で
阿
弥
陀
仏
の
迎
接
に

遭
う

て
極
楽
世
界
に
往
生
し
、
坐
す
る
と
こ
ろ
の
蓮
華
尋
で
開
く
こ
と

を
叙
し
て
、

華
の
敷
く
時
に

当

つ
て
、

衆
の
音
声
、

四
諦
を
讃
歎

す
る
を
聞

く
。
時
に
応
じ
て
即
ち
阿
羅
漢
道
を
得
、
三
明
六
通
あ
つ
て
八
解

脱
を
具
す
。
是
を
中
品
上
生

の
者
と
名
つ
く
。

中
品
中
生

の
者
は
半
劫
を
過
ぎ
て
阿
羅
漢
と
な
り
、
中
品
下
生
の
者
は

一
小
劫
を
過
ぎ
て
阿
羅
漢
と
な
る
。
下
品
上
生
の
者
は
阿
弥
陀
仏
名
を

称
う
る
に
依

つ
て
、
五
十
億
劫
生
の
罪
を
除
き
、
化
仏
化
観
世
音
化
大

勢
至
に
迎
え
ら
れ
て
往
生
し
、
十
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
具
し
て
初

地
に
入
る
。

下
品
中
生
の
者
は
、

往
生
し
て
大
乗
甚
深
の
法
を
聞
い

て
、
時
に
応
じ
て
無
上
道
心
を
発
す
。
下
品
下
生
の
者
は
、
往
生
し
て

広
く
実
相
除
滅
罪
法
を
説
く
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
時
に
応
じ
て
菩
提
の

心
を
起
す
の
で
あ
る
。

四
十
八
願
が
無
評
念
王
の
五
十

一
願
に
増
広
さ
れ
る

『悲
華
経
』
で

は
、
糠
土
成
仏
の
釈
尊
の
慈
悲
を
、
分
陀
利
華
 
(白
蓮
花
)
 に
辟
言
え
て

讃
嘆
す
る
の
で
あ
る
が
、
無
謳
念
王
が
無
量
寿
如
来
と
な
つ
て
住
す
る

安
楽
世
界
の
、
原
初
の
尊
善
無
垢
世
界
の
様
を
、
無
課
念
王
発
願

の
後

に
、

(大
正
蔵
三
、

二
八
四
頁
下
)

大
王
、
汝
西
方
過
百
千
万
億
仏
土
を
見
よ
、
世
界
有
り
尊
善
無
垢

と
名
つ
く
。
彼

の
界
に
仏
有
り
尊
音

王
如
来
応
供
正
遍
知
明
行
足

善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
仏
世
尊
と
名
つ
く
。
今
現

在
諸
菩
薩

の
為
に
正
法
を
説
く
。
彼

の
界
に
声
聞
辟
支
仏
の
名
有

る
こ
と
無
し
。
亦
小
乗
法
を
説
く
者
有
る
こ
と
無
し
。
純

一
大
乗

清
浄
無
雑
な
り
。
其
の
中
の
衆
生
等

一
に
化
生
し
、
亦
女
人
及
び

其
の
名
字
無
し
。

と
出
し
て
あ
る
。『
大
悲
分
陀
利
経
』
第
三
巻
 (大
正
蔵
三
、
二
五
〇
頁
中
)

に
も
大
同
の
文
が
あ
る
。

支
謙
居
士

の
訳
し
た

『慧
印
三
昧
経
』

に
は
、
瓶
沙
王
の
第

一
夫
人

で
阿
閣
世
王
の
母
で
あ
る
抜
陀
斯
利
と
、
拘
隣
の
女
亘
那
縢
の
為
に
、

慧
印
三
昧
を

持
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

男
子
と

な

つ
て

須
摩
詞
に
生

ま
れ
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま

つ
る
こ
と
を
、偶
を
以
て
説
い
て
、

(大
正

蔵

一
五
、
四
六
五
頁
上
)

其
の
刹
に
愛
欲
無
く
、
亦
三
悪
道
無
し
。
常
に
無
央
数

の
諸

の
菩

薩
を
以
て
僧
と
し
、
亦
阿
羅
漢
の
名
有
り
と
道
う
を
聞
か
ず
。

と
云
う
。
同
本

の
異
訳

『
如
来
智
印
経
』

に
は
、
抜
陀
斯
利
を
賢
首
、

亘
那
膿
を
金
光
と
訳
し
て
あ
る
が
、
両
人

に
対
す
る
世
尊
の
偶
 
(大
正
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蔵

一
五
、
四
七
二
頁
上
)
 に
、

彼

の
仏
国
土
に
魔
事
無
く
、
悪
業
報
無
く
胎
生
無
し
。
日
玉
に
無

量

の
菩
薩
の
集
ま
る
こ
と
有

つ
て
、
又
声
聞
縁
覚
の
名
無
し
。

と
あ
る
。

三

次
に
論
蔵
に
文
証
を
求
む
れ
ば
、
『大
智
度
論
』
第
三
十
四
巻
に
は
、

我
当
以
無
量
阿

僧
祇
菩
薩
摩
詞

薩
為
僧
の
経
文
を

釈
す
と
こ
ろ
に
、

阿
弥
陀
仏
国
の
如
き
は
、
菩
薩
僧
は
多
く
、
声
聞
僧
は
少
し
。
是

を
以
て
の
故
に
無
量
の
菩
薩
を
以
て
僧
と
為
さ
ん
と
願
ず
。

(大

正
蔵
二
五
、
三
一
一
頁
下
)

と
云
う
が
、同
じ
龍
樹
菩
薩
の
『十
住
毘
婆
沙
論
』
第
五
巻
の
「易
行
品
」

に
は
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
名
を
称
し
自
ら
帰
す
る
こ
と
に
依

っ
て
、
不

退
位
に
入

つ
て
無
上
正
等
菩
提
を
得
る
こ
と
を
述
べ
て
、
そ
れ
を
称
讃

す
る
偶
の
中
に
、

(大
正
蔵
二
六
、
四
三
頁
中
)

彼

の
国
土
に
生
ず
る
者
は
、
我
無
く
我
所
無
く
、
彼
此
の
心
を
生

ぜ
ず
、
是
の
故
に
稽
首
し
て
礼
す
。
三
界
の
獄
を
超
出
し
て
、
目

は
蓮
華
葉

の
如
く
、
声
聞
衆
無
量
な
り
。
是
の
故
に
稽
首
し
て
礼

す
。

と
し
て
、
こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
国
に
無
量
の
声
聞
衆
が
住
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

同
じ
偶
の
中
に

二十
方
の
諸
菩
薩
来

つ
て
供
養
し

法
を
聴

く
」
と
あ
る
。
階
の
浄
影
寺
慧
遠
法
師
が
大
乗
の
深
義
を
詮
明
せ
ん
と

し
て
、
仏
教
の
要
目
を
集
め
て
評
釈
し
た

『
大
乗
義
章
』
の
第
十
九
巻

の
初
に
、
浄
土
義
を
六
門
分
別
す
る
中
第
二
の
弁
相
に
、
事
浄
土
、
相

浄
土
、
真
浄
土
の
三
に
分
ち
、
事
浄
土
の
中

三
を
開
き
総
相
に

「是
凡

夫
人
所
居
土
也
 
(大
正
蔵
四
四
、
八
三
四
頁
上
)
」
と
云
ひ
、

第
三
の
四

諦
に
約
し
て
弁
じ
て
其
の
相
を
定
む
る
中
に
、

無
量
寿
国
は
三
界
に
属
せ
ず
。
彼
し
こ
に
貧
欲
無
き
が
故
に
欲
界

に
非
ず
。
地
に
在
る
を
以
て
の
故
に
色
界
と
名
づ
け
ず
。
形
色
有

る
が
故
に
無
色
界
に
非
ず
。
是
の
相
似
道
家

の
果
を
以
て
之
を
摂

し
て
道
に
属
す
。
故
に
苦
と
名
づ
け
ず

。
仏

の
浄
土
に
似
た
れ
ば

菩
提
道
に
摂
す
。
当
分
に
実
に
論
ず
れ
ば
体
は
是
れ
苦
諦
、
生
滅

の
果
の
故
に
。

有
漏
報
身
の

所
依
処
な
る
が
故
に
。

(同
上
八
三

四
頁
中
)

と
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
三
界
に
属
せ
ざ
る
こ
と
を
評
取
し
て
い
る
。
第

四
の
身
土
を
明
す
段
に
、
土
が
身
に
随
う
例
と
し
て

二弥
陀
仏
未
だ
成

仏
せ
ざ
る
前

の
国
土
は
鄙
臓
、

成
仏
後
の

国
界
厳
浄
な
る

が
如
し
」

と
、
安
養
浄
土
の
厳
浄
を
謡
つ
て
い
る
が
、
そ
の
次
の
凡
聖
有
無
門
に

安
養
報
化

の
事
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於
て
は
、『維
摩
経
』
等
を
挙
げ
て

一
般
論
に
終
り
、
特
に
阿
弥
陀
仏
国

に
つ
い
て
述
ぶ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

智
周
大
師
の

『
唯
識
論
演
秘
』
七
末
 
(大
正
蔵
四
三
、
九
七
六
頁
下
)

に
は
、
伝
に
両
釈
有
り
と
し
て
、

二
に
云
く
、
二
乗
と
異
生
と
も
亦
生
ず
る
が
故
に
。
観
経
等
に
皆

誠
説
あ
る
が
故
に
。
喩
伽
摂
論
に
生
ぜ
ず
と
云

へ
る
は
、
受
用
の

土

に
拠

つ
て
化
土
を
ば
遮
せ
ず
。

二
に
云
く
、
生
ぜ
ず
。

喩
伽
摂
論
に
自
ら
会
せ
る
を

以
て
の
故

に
。

又
大
乗
同
性
経
に

浄
土
成
仏
と
云
う
、

皆
是
れ

受
用
身
な

り

。

繊
土
の
中
の
者
皆
是
れ

化
身
な
り
と

い
え
り
。

故
に
知
ん

ぬ
、
化
身
の
所
居
の
土
を
ば
浄
と
名
つ
く
る
こ
と
を
得
ず
と
い
う

こ
と
を
。
此
に
浄
土
と
言
う
は
暫
変
に
依

っ
て
説
け
り
。
即
ち
法

華

に
三
た
び
浄
土
に
変
ず
と
い
う
が
如
く
に
し
て
、
維
摩
等
も
同

な
り
。

詳
か
ん
じ
て
日
く
、
今
、
前
の
説
に
同
ず
。
多
く
の
経
論
の
中
に

浄

に
生
ず
と
説
く
が
故
に
。

等
と
云
う
て
第

一
説
を
評
取
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
変
化
身
所
居
の
土
を

浄
土
と
し
た
時
、
そ
の
浄
土
が
暫
変
か
長
時
か
と
い
う
こ
と
よ
り
起
つ

た
評
論

で
あ
る
が
、

こ
の

「詳
日
今
同
前
説
」

と
い
う
の
が
果
し
て

『
演
秘
』
の
評
取
せ
る
正
義
か
否
か
に
就

て
問
題
が
残
る
。
慈
恩
大
師

の

『
唯
識
論
枢
要
』

下
巻
末
 
(大
正
蔵
四
三
、
六
五
七
頁
下
)
 に
は
受
用

土
の
有
無
論
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

自
受
用
の
土
は
唯
浄
無
漏
な
り
。
余

は
見
ざ
る
が
故
に
。
唯
仏
の

み
知
り
た
る
所
な
り
。

他
受
用
の
土
は
本
は
唯
無
漏
の
浄
な
り
。
見
る
者
唯
浄
な
り
。

切
不
善
と
諸
の
異
熟
果
と
皆
已
に
無
き
が
故
に
。
然
る
に
有
無
漏

に
通
ず
。

慈
恩
大
師
に
は
別
に

『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
第
七
末
に
仏
土
章
が
あ

つ

て
、
八
門
を
以
て
仏
土
義
を
明
し
て
あ

つ
て
詳
密
で
あ
る
。
そ
の
第
三

の
因
行
を
明
す
と
こ
ろ
に
報
化
二
土
の
問
題
が
出
て
い
る
。

二
に
云
く
、
摂
大
乗
等
に
準
ず
る
に
西
方
は
乃
ち
是
れ
他
受
用
土

な
り
。
観
経
に
自
ら
阿
碑
抜
致
の
不
退
の
菩
薩
方
に
生
ず
る
こ
と

を
得
と
云
う
が
故
に
、
少
善
根
の
因
縁
を
以
て
生
ず
る
こ
と
を
得

る
に
非
ざ
る
が
故
に
。
無
着
と
天
親
と
は
浄
土
論
に
女
人
根
鉄
二

乗
種
等
は
皆
生
ぜ
ず
と
言
う
が
故
に
、
摂
大
乗
に
云
く
、
唯
願
に

由
つ
て
方
に
乃
ち
生
ず
る
こ
と
を
得

る
に
非
ず
。
別
時
の
意
な
る

が
故
に
。

一
銭
を
以
て
貨
し
て
千
銭

を
得
る
は
別
時
に
方
に
得
、

今
即
ち
得
る
に
非
ざ
る
が
如
し
。
十
念
し
て
往
生
す
る
も
亦
復
是

-110-



の
如
し
、
十
念
を
因
と
し
て
後
に
方
に
漸
く
生
ず
。
十
念
す
る
に

由

つ
て
死
後
即
ち
生
ず
る
に
非
ず
。
解
怠
を
除
き
、
善
を
修
せ
ざ

る
者

に
其
を
し
て
仏
を
念
ぜ
し
む
る
が
為
に
、
十
念
の
因
浄
土
に

生
ず
と
説
く
が
故
に
。

一
銭
を
貨

し
て
千
銭
に
す
る
が
如
き
多
時

の
修
行
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

ん
と
い
う
こ
と
が
、
女
人
や
不
具
者
や
二
乗
種
等

の
西
方
浄
土
に
生
ず

る
こ
と

の
出
来
ぬ
理
由
で
あ
る
。
次
に
西
方
浄
土
が
報
化
二
土
に
通
ず

る
説
を
出
し
、

報
土
の
文
証
は
右
の

通
り
と
示
し
て
、

化
土
の
証
に

『
阿
弥

陀
鼓
音
声

王
陀
羅
尼
経
』

と

『
観
無
量
寿
経
』

を
挙
げ
て
あ

る
。

二
に
云
く
、
西
方
は
報
化
二
土
に
通
ず
。
報
土
の
文
証
は
前
の
所

説
の
如
し
。
化
土
の
証
と
い
つ
ば
、
鼓
音
王
経
に
云
く
、
阿
弥
陀

仏
の
父
を
月
上
と
名
づ
け
母
を
殊
勝
妙
顔
と
名
つ
く
。
子
有
り
魔

有
り
亦
調
達
有
り
亦
王
城
有
り
。
若
し
化
身
に
非
ざ
れ
ば
寧
ぞ
此

の
事
有
ら
ん
や
。
故
に
観
経
に
九
品
生
を
説
く
中
に
阿
羅
漢
須
陀

涯
等
有
る
が
故
に
、
彼
し
こ
に
生
ず
る
者
通
じ
て
三
乗
有
り
。
其

の
土
は
通
じ
て
是
れ
報
化
二
土
な
り
。

西
方
浄
土
が
報
化
二
土
に
通
ず
る
と
い
う
文
証
を
挙
げ
て
お
い
て
、
実

は
こ
れ
は
仮
説
で
二
乗
凡
夫
の
姿
を
示
現
或
は
名
を
借
り
た
に
過
ぎ
ぬ

と
評
判
し
て
あ
る
。
日
く
、

若
し
前
解
に
依
れ
ば
、
此
は
是
れ
他
受
用
身
示
現
し
て
亦
父
母
王

国
有
り
、
実
に
は
即
ち
之
無
し
。
実
に
は
女
人
悪
道
怖
等
無
し
。

九
品
生
の
中
に
阿
羅
漢
等
は
彼
の
名
を
借
り
て
説
く
、
実
に
は
是

れ
菩
薩
な
り
。
二
釈
、
情
に
任
せ
て
取
捨
す
る
こ
と
意
に
随
え
。

即
ち
西
方
浄
土
は
唯
報
土
の
義
を
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

他
受
用
土
は
決
し
て
凝
然
固
定
し
た
も
の
で
な
く
、
修
行
の
程
度
に
応

じ
て
小
大
劣
勝
と
価
値
を
殊
に
し
て
現
出
す
る
こ
と
が
、
次
の
第
四
果

相
門
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

(十
丁
右
七
行
)

他
受
用
の
土
は
十
地
の
菩
薩
の
所
宜
に
随

つ
て
現
ず
。
或
は
小
或

は
大
或
は
劣
或
は
勝
、
前
後
改
転
す
。

そ
の
証
文
と
し
て

『梵
網
経
』
『摂
論
』
を
援

引
し
て
い
る
。

次
に
処
所
に
つ
い
て
は
、
他
受
用
土
は
別
し
て
指
す

べ
き
土
無
く
、

心
の
浄
き
処
即
ち
浄
土
の
処
な
り
と
云
う
。

(十

一
丁
左
五
行
)

若
し
他
受
用
土
は
或
は
色
界

の
浄
居
天
上
に
在
り
、
或
は
西
方
等

処
所
不
定
な
り
。
法
華
に
亦
言
く
、
衆

生
、
劫
尽
て
大
火
に
焼
か

る
と
見
る
時
、
我
が
此
の
土
は
安
穏
な
り
、
天
入
常
に
充
満
せ
り

と
。
十
地
の
所
見
は
乃
ち
是
れ
報
土
、
地
前
の
所
見
は
乃
ち
是
れ

化
土
な
り
、
宜
し
き
に
随

つ
て
現
ず
、
何
ぞ
方
を
定
め
て
別
し
て

安
養
報
化
の
事
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一
処
を
指
す
ご
と
を
得
ん
。
衆
生
を
し
て
勝
れ
た
る
欣
心
を
起
さ

し
め
ん
と
欲
し
て
別
に
処
所
を
指
す
。
心
の
浄
処
に
随

つ
て
即
ち

浄
土
の
処
な
り
。

謂
わ
ゆ
る
唯
心
浄
土
義
を
展
開
し
、
従

つ
て
浄
土
は
界
繋
に
非
ざ
る
由

を
述

べ
て
い
る
。

古

入
此
に
於
て
種
種
に
分
別
し
て
、
三
界
の
外
に
別
に
処
所
有
り

以
て
浄
土
と
為
す
。
理
必
ず
爾
ら
ず
。
所
化
は
必
ず
異
熟
識
在
る

こ
と
有
り
。
異
熟
識
在
ら
ば
必
ず
是
れ
三
界
の
摂
な
り
。
何
ぞ
界

を
出
つ
る
こ
と
を
得
ん
。
界
繋
に
非
ざ
る
に
由

つ
て
三
界
を
超
ゆ

と
言
う
。
処
と
し
て
別
有
る
に
非
ず
。
所
化
に
随
う
が
故
に
。

然
ら
ば
如
何
に
し
て
浄
土
を
建
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
。『義

林
章
』

は
そ
の
次
の
諸
門
分
別
の
中
に
、

(十
三
丁
右
五
行
)

諸

仏
の
慈
悲
、
自
識
の
上
に
於
て
菩
薩
の
宜
し
き
に
随

つ
て
麓
妙

の
土
を
現
ず
。
菩
薩
は
自
の
善
根
と
願
力
と
に
随

つ
て
、
自
識
の

上

に
仏
の
所
生
の
浄
土
に
似
た
る
相
現
ず
。
是
れ
自
心
各
別
に
変

現
す
と
錐
も
、
而
も
同

二
処
に
し
て
形
相
相
似
す
る
を
も

つ
て
、

謂

わ
く

二
土
に
共
に
其
の
中
に
集
る
と
為
す
。

因
論
生
論
談
柄
い
さ
さ
か
枝
葉
に
及
ん
だ
が
、
猶

「他
受
用
土
は
菩
薩

を
真
と
為
し
、
二
乗
八
部
を
皆
権
現
と
為
す
。
是
れ
真
実
に
中
に
生
ず

る
こ
と
を
得
る
に
非
ざ
る
が
故
に
 (十
四
丁
左
四
行
)
」
と
も
あ
れ
ば
、

慈
恩
大
師
の
浄
土
義
の
大
概
は
そ
の
要
を
得
た
る
に
近
い
。
要
す
る
に

安
養
世
界
は
報
土
に
限
る
と
い
う
の
が
、
慈
恩

二
家
の
正
義
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

た
だ
先
き
に
挙
げ
た

『
演
秘
』
に

「今
同
前
説
」
と
云
う
て
、
二
乗

異
生
が
西
方
浄
土
に
生
ず
る
説
を
評
取
せ
る
か
の
如
く
見
ら
る
る
こ
と

が
問
題
に
な
る
。
若
し
こ
れ
を
文
相
の
如
く
に
前
説
を
評
取
せ
る
も
の

と
見
る
な
ら
ば
、
安
養
世
界
は
単
に
報
仏
土
に
と
ど
ま
ら
ず
、
化
仏
土

に
安
養
世
界
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
い
や
し
く
も
唯
識
三
祖
の

一
人

に
挙
げ
ら
れ
る
撲
揚
大
師
智
周
が
、
唯
識
家
相
伝

の
説
を
逸
し
て
は
看

過
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。
何
と
し
て
も
会
通
し
解
決
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
ん
こ
と
で
あ
る
。依

つ
て
『唯
識
論
同
学
砂
』
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ

て
い
る
。
(大
正
蔵
六
六
、
五
八
五
頁
下
)
 即
ち
前
引

「今
同
前
説
」

の

文
を
評
取
の
文
と
見
て
、

一
応
、

明
か
に
知
ん
ぬ
観
経
の
説
に
任
せ
て
、
異
生
等
西
方
に
生
ず
こ
と

の
釈
、
指
南
の
実
義
と
云
う
事
を
。

と
こ
れ
を
肯
定
し
、
さ
て
そ
れ
に
つ
い
て
の
疑
問
を
打
出
し
て
い
る
。

続
き
の
文
に
、

若
し
之
に
依

つ
て
爾
ら
ば
、
大
師
処
処
の
解
釈
を
見
る
に
、
多
く
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西
方
唯
報
仏
土
の
義
を
存
す
と
見
え
た
り
。
如
何
。

と
問
を
発
し
て
、
答
う
る
に
宗
家
処
処
に
作
れ
る
二
釈
を
以
て
し
て
い

る
。

即
ち
唯
報
仏
土
説
と
通
化
土
説
の
あ

る
こ
と
を

示
し
て
、

先
づ

「其
の
中
に
唯
報
土
の
釈
は
宗
家
所
存
の
実
義
也
と
見
え
た
り
」
と
結

論
し
て
、
数
々
の
証
文
を
摘
出
し
て
い
る
。
既
に

『
喩
伽
論
』
七
十
九

巻
 
(大
正
蔵
三
〇
、
七
三
六
頁
下
)
 に
、

前
巻
終
に
近
く
、

諸
の
稜
土
と

浄
土
中

の
得
易
き
も
の
と
得
難
き
も
の
を
出
し
光
後
を
受
廿
て
、

清
浄
世
界
中
に
於
て
、
那
落
迦

・
傍
生

・
餓
鬼
を
得
可
き
無
し
、

亦
欲
界
色
無
色
界
無
し
、
亦
苦
受
の
得
可
き
無
し
、
純
菩
薩
僧
中

に
於
て
止
住
す
。
是
の
故
に
説
い
て
清
浄
世
界
と
名
つ
く
。
已
に

第

三
地
に
入
る
菩
薩
、
観
自
在
力
に
由
る
が
故
に
彼
し
こ
に
於
て

生
を
受
け
、
異
生
及
び
異
生
に
非
ざ
る
声
聞
独
覚
、
若
し
は
異
生

の
菩
薩
彼
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。

と
云
い
、
更
に
世
親
菩
薩
の

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偶
』

二
巻
、

謂
わ
ゆ

る

『
浄
土
論
』
或
は

『
往
生
論
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
、
初
の

偶
に
先
づ

「彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
の
道
を
勝
過
す
」
又

一
大
乗
善
根
界
」
と
あ

つ
て
、
こ
の
前
提
の
も
と
に
、

女

入
及
び
根
鉄
二
乗
種
生
ぜ
ず
。

(大
正
蔵
二
六
、
二
三
一
頁
上
)

と
あ
る
か
ら
、
安
養
世
界
報
土
説
は
唯
識
宗
家
と
し
て
は
煉
初
的
な
説

で
あ
り
、
諸
論
こ
れ
を
受
け
て
当
然
報
土
説
を
建
立
し
て
い
る
。
殊
に

慈
恩

二
家
の
華
冑
と
い
う
べ
き
智
周
大
師
が

こ
れ
に
背
く
と
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば

『同
学
錯
』

(五
八
六
頁
上
)
 に
は
こ
れ

を
、

慈
氏

・
無
着

・
天
親

・
無
性

・
護
法

・
親
光
、
稟
承
次
で
有

つ
て

唯
報
土
の
義
を
存
せ
り
。
慈
恩

・
溝
洲

の
解
釈
深
く
此
の
旨
を
存

す
。
但
異
生
彼
の
土
に
生
ず
と
い
つ
ば
、
別
時
の
意
趣
対
治
秘
密

に
依

つ
て
説
く
な
り
。
即
ち
楡
伽

・
摂
論
の
意
な
り
。

と
会
通
し
て
い
る
。

次
に
父

母
王
国
の
文

に
つ
い
て
は
前
に
挙
げ
た

『
仏
土
義
林
』
を
引
い
て
後
に
、

意
の
云
く
、
報
身
の
仏
、
分
段
身
を
化
せ
ん
が
為
に
更
に
父
母
王

城
等
を
現
ず
る
な
り
。
中
三
品
の
羅
漢
等
は
実
に
は
是
れ
菩
薩
な

れ
ど
も
声
聞
の
名
を
借
る
。
是
れ
則
ち
諸
仏
及
び
諸
大
菩
薩
、
声

聞
の
形
を
現
ず
る
な
り
。

猶

「今
同
前
説
」
に
つ
い
て
多
方
面
よ
り
会
通
に
努
め
て
い
る
が
、
故

佐
伯
定
胤
和
上
よ
り
、
こ
の

「同
」
の
字
は
秘
主
の
評
量
の
言
葉
で
は

な
く
、
前
の
観
経
等

の
説
に
同
じ
と
い
う
意
で
あ

つ
て
、
即
ち
今
の
論

は
観
経
の
如
く
対
治
秘
密
別
時
の
意
趣
と
会

す
べ
き
だ
と
云
う
義
を
慰

懃
画
授
を
蒙

つ
た
。
こ
の
説
に
依
る
時
は

『
演
秘
』
の
釈
は
、
唯
識
宗

安
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家
共
許

の
実
義
に
背
く
も
の
で
な
い
こ
と
明
か
で
あ
る
。
柳
か
煩
わ
し

く
論

じ
た
が
、
唯
識
、家
の
立
場
は
安
養
報
土
説
な
る
こ
と
を
立
証
し
得

た
。

四

以
上
考
え
て
来
た
よ
う
に
、
経
に
於
て
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
『無
量
寿

経
』
『観
無
量
寿
経
』
、

論
に
於
て
は

『大
智
度
論
』
『十
住
毘
婆
沙
論
』

等
が
声
聞
衆
の
雑
居
を
許
し
、
又
経
に

『般
舟
三
昧
経
』
『悲
華
経
』
『慧

印
三
昧
経
』
、

論
に

『
喩
伽
論
』
『浄
土
論

』
等
が
純
菩
薩
の
土
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
経
論
成
立
年
次
の
問
題
も
あ
り
、
か
か
る
見
解
に
つ

い
て
は
猶
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
唯
報
土
説

と
報
化
両
土
に
通
ず
る
説
と

に
分

つ
て
こ
れ
を
図
す
れ
ば
、
次

の
如
く

に
な
る
。

弥

陀
浄
土
を
説
く
経
典
に
於
て
も
、
往
生
浄
土
の
機
は
三
輩

・
九
品

と
次
第
に
増
広
さ
れ
来

つ
た
も
の
が
、『悲

華
経
』
等
に
於
て
は
弥
陀
の

般
舟
三
昧
経
-
在
衆
菩
薩
中
央
説
経

大
阿
弥
陀
経
-
国
中
悉
諸
菩
薩
阿
羅
漢
無
有
婦
女

無

量
寿

経
-
三
輩
往
生

観
無
量
寿
経
-
九
品
往
生

悲
華
経
 (
大
悲
分
陀
利
経
)
-
無
有
声
聞
辟
支
仏
名
○
純

一
大
乗

慧
印
三
味
経
 
(如
来
智
印
経
)
-
諸
菩
薩
為
僧
不
聞
道
有
阿
羅
漢

大
智

度
論
-
菩
薩
僧
多
声
聞
僧
少

十
住
毘
婆
沙
論
-
声
聞
衆
無
量
〇
十
方
諸
菩
薩
来
供
養
聴
法

喩

伽

論
-
純
菩
薩
僧
於
中
止
住

浄

土

論
-
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

仏

土

義

林

唯
識
論
演
秘

報

土

化

土
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浄
土
は
純
菩
薩
の
み
止
住
し
得
る
所
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
父
母
妻
子

を
帯
し
、
或
は
補
処
の
菩
薩
に
托
し
て
入
浬
葉
す
る
阿
弥
陀
如
来
の
浄

土
に
、
十
八
円
満

の
功
徳
を
構
成
要
素
と
す
る
に
至
つ
て
、
二
乗
凡
夫

の
介
在
を
容
認
し
が
た
く
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
は

浄
土
設
定
本
来
の
意
義
を
喪
失
し
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『唯

識
論
同
学
紗
』
は
こ
れ
を
難
じ
て
い
る
。
(大
正
蔵
六
六
、
五
八
六
頁
中
)

二
乗
異
生
実
に
彼
の
土
に
生
ぜ
ず
ん
ば
、

二
代
の
諸
教
に
安
養
往

生
を
勧
む
る
、
何
の
益
有
ら
ん
や
。

そ
の
証
と
し
て

『
起
信
論
』
修
行
信
心
分
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
往
生

す
る
説
、
『浄
土
論
』
の
未
証
浄
心
の
菩
薩
を
地
前
と
解
し
て
の
往
生
説

等
を
挙
げ
て
、
二
乗
異
生
の
安
養
世
界
往
生
の
可
能
を
詰
め
よ
る
の
で

あ
る
。
勿
論
答
の
義
は
こ
れ
を

一
一
に
破
斥
し
て
宗
の
正
義
に
帰
せ
し

め
て
い
る
が
、
印
度
以
来
の
こ
の
思
想
が
日
本
に
も
継
承
さ
れ
て
、
浄

土
教
諸
家
の
両
義
と
な
る
の
で
あ
る
。
宗
教
の
神
聖
を
想
い
そ
の
道
の

厳
粛
な
る
を
誇
と
す
る
者
は
、
二
乗
異
生
の
当
位
に
て
の
往
生
を
歓
ば

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
宗
教
を
広
く
庶
民
の
も
の
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ

と
望
む
者
は
、
見
諦
の
後
に
あ
ら
ず
ば
浄
土
の
相
も
窺
え
ぬ
よ
う
な
迂

遠
な
途

は
、
到
底
堪
え
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
、
宗
教

の
道
は
本
質
的
に
行
じ

易
き
も

の
た
る
べ
き
を
極
成
せ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
は
道
に
入

ら
ん
と
す
る
人
の
意
楽
に
任
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
で
は
あ
り
、
且
安
養

世
界

へ
往
生
す
る
そ
の
往
生
の
条
件
を
も
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で

は
あ
る
が
、
往
生
浄
土
の
道
、
果
し
て
多
く

の
階
次
を
経
ね
ば
な
ら
ぬ

瞼
峻
狭
隆
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
或
は
江
洋
た
る
大
海
を
快
晴

の
追

風
に
乗

つ
て
、

愉
快
な
船
旅

を
す
る
よ
う
に
安
易

な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
安
養
世
界
の
実
存
を
論
ず
る
界
繋
分
別
或
は
指
方
立
相
な

ど
の
論
理
と
共
に
、
教
を
奉
ず
る
行
者

の
心

の
決
定

の
問
題
と
し
て
、

さ
ら
に
は
行
自
体
を
方
向
づ
け
る
概
念
の
問
題
と
し
て
、
直
接
的
な
意

義
を
持

つ
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ

の
課
題
を
解
く
上
に
、
安
養
世
界
が
唯
報
土

か
或
は
化
土
に
も
通
ず
る

か
の
命
題
は
、
他

の
教
義
と
脈
絡
を
断

つ
た
、
浮
上

つ
た
独
立
の
概
念

と
し
て
生
活
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
密
家
に
お
け
る
自
性
会

因
人
の
問
題
の
如
く
、
往
生
浄
土
を
希
願
す

る
教
に
あ

つ
て
、
普
遍
的

要
素
に

裏
づ
け
ら
れ
た
、

実
質
的
な

性
格
を
持

つ
厳
粛
な
問
題
で
あ

る
。粗

漫
な
が
ら
以
上
の
安
養
報
化
の
観
察
を
以
て
、
高
野
山
大
学
教
授

田
中
順
照
上
人
の

二
藥
に
供
し
、
華
甲
を
寿
ぐ
微
意
を
標
す
る
よ
す
が

と
し
、
且
そ
の
懇
篤
な
る
示
教
を
乞
う
次
第

で
あ
る
。

(
昭
和
三
十
八
年
九
月
念
三
日
稿
)

安

養

報

化

の

事
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